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は  し  が  き

こ の シ リ ‐ズ は 、高 槻 南 に の と る い ろ いあ の 文 化 財 を調

査 研 究 し、 そ の 成 果 と ま とめ た も の で す 。 主 と して、 高

槻 の 歴 史 や 文 化 財 を 理 解 す る基 礎 資 料 を ま とめ て い きえ

い と思 つ て いま す 。郷 上 高槻 叢 書 と併 せ て ご利 用 下 さ い 。

各 時 代 の基 礎 資 料 を、 時 代 を 挙 つ て駁 上 げ 衰す が 、 ォ ュ

集 と して 、 紅 茸 山祭 杞 遺 跡 の 出 土 品 を ま と め ま した 。

ワ下 、爾 生 時 代 の 石 器 `土 器 、須 意 器 、 高槻 の 奈 良・

平 安遺 支 、一― >― と続 け て い く予 定 で す 。

ォ ユ集 の企 画 o作製 は 、社 会 教 育係 山 下 設 、 市 史 編 さ ん

委 員会 西 谷 正 が 担 当 し ま した 。
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年 す月、高槻市教 育委員会 による紅費山古墳調査

中 に、高槻市別所の服部I茂 氏 の知 らせ VCよ つて、高槻市安満
,

の 紅 責 由 の北 側 、 紅 茸 山 古 墳 の 西 北 約 Jす θ 4の と ころ で 、

須 恵 器 の出 土 した こと が わ か つ た 。 そ こで現 地 を踏 ん だ と こ

ろ 、 土 砂 ぐず れ に 主つ て 、 一 部 赤 い曲脱 ダ 現 て い る傾 斜 面 VC、

,須 恵 器壼 や紡 錘車 な どの 出 土 して い る こ と を認 め 、、付 近 を清

査 したところ、さらrc、 須恵器蕎杯などを検塾した。

場 所 は東 西 に のび る低 い紅 茸 山 El陵 の北 側 の 山 籍 筵あ亀 る。

虞 合 地 区 か ら安 満 地区 に入 る とこ ろに墟 尾 川 に か かる磐 手橋

ゃミあるお、こ の遺 跡 は そ の付近 か ら西 方 に向つて入うこ搬 い 谷 の 、

現 在 水 日 と なつ て い る一番 奥 の と ころに面 してぃ る。

遺 物 の出 土 した場 所 ttか な り急 な傾 斜 電 の下部 で、少 し て

平 面 り ぐぼ まつ た と ころで あ つ て、 す ぐ背 後 に は 丘陵 の尾根

をひか え て い るが 、景 勝 の 地 で は な い 。

出 土 地 点や遺 物 の出土 状況 の観 察 に ょると、 須恵 器 な ど を

冨」葬 した古 墳 や 、須意 器 を焼 い た窯 跡 あ るいは 人々 の生 活 し

た偉居跡などとも考中が絆瑠培鑑警碧解助
‐■_
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